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出席者氏名 

【委 員】 

  鈴木聡、高野久美子、内藤裕子、大塚和樹、岩垂喜貴、塩月栄作、牛尾浩、 

後藤貴弓、石渡ひかる、内藤佳代子、徳丸幸夫、白石貴志 

 

【事務局】 

  松土学校教育部長、上野指導担当部長、古川教育指導課長、 

狩野統括指導主事、福島統括指導主事、志村統括指導主事、山崎指導主事、 

藤原指導主事、横倉指導主事、波多野指導主事、池田指導主事、服部指導主事、 

海津教育指導課主査、金子教育指導課主査、長谷川主事 

 

欠席者氏名 

【委 員】 

  坂口祐哉、小泉祐三 

 

次 第 

１ 開会 

２ 報告事項 

（１） 「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」の改訂について 

（２） はちおうじっ子サミットの取組について 

（３） いじめ防止対策推進法第２８条における調査について 

 

３ 閉会 

 

公開・非公開 

  公開。ただし、２ 報告事項（３）は非公開。 

 

傍聴人数 

  0人 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

古川教育指導課長 

 事務連絡 

 

鈴木委員長 

それでは、これより令和 6 年度第 2 回八王子市教育委員会いじめ問題対策委員会を開催

いたします。 

本日 2名の委員より欠席される旨の連絡をいただいております。1名の委員の方が遅れて

ご出席ということでございます。従いまして出席委員は 12名、今は 11名ですけど 12名で

ございますので委員会は有効に成立しております。 

それでは、改めまして本日はご多用のところご出席いただきどうもありがとうございま

す。 

これより次第に沿って進行させていただきます。 

まず本日の案件についてでございますが、次第 2（3）いじめ防止対策推進法第 28条にお

ける調査については、個人情報を含む案件のため、非公開としたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんでしょうか。 

よろしいでしょうか。ありがとうございます。それではご異議ないものと認めます。 

では議事を進行いたします。初めに次第 2（1）重大事態の調査に関するガイドラインの

改訂についてです。事務局より報告をお願いいたします。 

 

金子主査 

「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」の改訂に伴う、「八王子市教育委員会

いじめの防止等に関する基本的な方針」の対応についてご説明いたします。 

「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」は、「いじめ防止対策推進法」「いじめ

の防止等のための基本的な方針」等に則った適切な調査の実施に資するために、平成 29年

3 月に文部科学省により策定されましたが、策定から 10 年が経過し、調査の実態に係る課

題も明らかになっていることから、令和６年８月に改訂版が策定されました。 

この改訂を受け、「八王子市教育委員会いじめの防止等に関する基本的な方針」の改訂に

ついて、整理いたしました。 

ガイドラインの改訂による「八王子市教育委員会いじめの防止等に関する基本的な方針」

の対応については、資料１「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン改訂の概要」に

沿って、資料２にまとめました。 

資料１の概要に沿って、ご説明いたします。 

この後、「八王子市教育委員会いじめの防止等に関する基本的な方針」は、「基本方針」と

表現させていただきます。 

【重大事態の発生を防ぐための未然防止・平時からの備えを記載】についてです。 

この項目には、学校に設置されている学校いじめ対策組織が平時から実効的な役割を果た
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し、重大事態が発生した際も、学校と学校設置者が連携して対応をとるような取組を実施す

ることが記載されています。 

 基本方針では、13ページから 25ページの「市立学校における取組」、6ページから 12ペ

ージの「八王子市及び八王子市教育委員会における取組」の中で、いじめの未然防止、早期

発見、早期対応への取組について記載しているため、修正はないと考えております。 

【学校等いじめにおける基本的な姿勢を追記】についてです。 

この項目には、重大事態調査を実施するときは、詳細な事実関係の確認、実効性のある再

発防止策の検討等の視点が重要であること、犯罪行為として取り扱われるべきいじめ等で

あることが明らかであり、学校だけでは対応しきれない場合は、直ちに警察への援助を求め、

連携して対応することが必要であることが記載されています。 

 基本方針では、30ページから 33ページの「重大事態発生時の対応」の中で、児童・生徒

の安全確保、不安解消のための支援、また関係機関との連携について記載しているため、修

正はないと考えております。 

【児童生徒・保護者からの申立てがあった際の学校の対応について記載】についてです。 

 この項目には、児童・生徒、保護者から申立てがあったときは、重大事態が発生したもの

として報告・調査等に当たることに照らして、重大事態に当たらないことが明らかである場

合を除き、重大事態調査を実施することが記載されています。 

 基本方針では、28ページから 30ページの「重大事態発生時の報告」の中で、重大事態の

該当性の判断について記載しているため、修正はないと考えております。 

【第三者が調査すべきケースを具体化し、第三者と言える者を例示】についてです。 

 この項目には、調査組織の中立性・公平性を確保する必要性が高いケースを具体化すると

ともに、第三者の考え方を整理して詳細に記載することが記載されております。 

 基本方針では、34ページから 35ページの「調査の主体と組織、実施」の中で、調査の主

体と構成について記載しているため、修正はないと考えております。 

【加害児童生徒を含む、児童生徒等への事前説明の手順、説明事項を詳細に説明】につい

てです。 

 この項目には、調査目的や調査の進め方について、事前説明の手順、説明事項を詳細に説

明することについて記載されています。 

 基本方針では、36ページから 38ページの「調査の主体と組織、実施」の中に、調査方針

の説明について記載しています。この記載については、改訂後のガイドラインのような詳細

な内容での記載はありませんが、調査を行うに当たっては、改訂後のガイドラインに則って

対応してまいりますので、基本方針の修正はないと考えております。 

【重大事態調査で調査すべき調査項目を明確化】についてです。 

 この項目には、標準的な調査項目や報告書の記載内容例、調査に当たっての留意事項につ

いて、また調査報告書作成に係る共通事項について記載されております。 

 基本方針では、36ページから 39ページの「調査の主体と組織、実施」の中に調査方針の



5 

 

説明、調査の内容と方法について記載しています。 

基本方針はいじめの防止等に関するものを記載したものであるため、調査報告書の作成

については記載していませんが、改訂後のガイドラインに則って対応してまいりますので、

基本方針の修正はないと考えております。 

また、改訂されたガイドラインでは、各省において、記載内容の見直し・充実を実施し、

「不登校重大事態に係る調査の指針（平成 28年 3月）」の内容を盛り込み、一本化されてお

ります。 

 基本方針においては、改訂後のガイドラインを踏まえて内容となっており、「不登校重大

事態に係る調査の指針」の内容も踏まえた記載となっていると考えております。 

説明は以上です。 

 

鈴木委員長 

ありがとうございました。ただいま事務局より報告がありました。基本的に修正なしとい

うことですね。続けてお願いします。 

 

藤原指導主事 

「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」の改訂に伴う、「いじめの防止と発生

した場合の対処Ｑ＆Ａ」の対応についてご説明いたします。 

「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」の改訂を受け、「八王子市教育委員会

いじめの防止と発生した場合の対処Ｑ＆Ａ」の改訂について、整理いたしました。 

ガイドラインの改訂による「八王子市教育委員会いじめの防止と発生した場合の対処Ｑ

＆Ａ」については、資料 1「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン改訂の概要」に

沿って、資料 3にまとめました。 

資料 1概要に沿って、ご説明いたします。 

この後、「いじめの防止と発生した場合の対処Ｑ＆Ａ」は、「Ｑ＆Ａ」と表現させていただ

きます。 

【重大事態の発生を防ぐための未然防止・平時からの備えを記載】についてです。 

 Ｑ＆Ａでは、34、73、80、127ページにある資料に示した各章の中で、いじめの未然防止、

早期発見、早期対応への取組について記載しており、大きな修正はないと考えております。

今回の改定で示された具体的な例示の追記や文言の修正等を本市のＳＬと連携して検討し

ています。 

【学校等いじめにおける基本的な姿勢を追記】についてです。 

 Ｑ＆Ａでは、146、140、80、155ページにある資料に示した各章の中で、児童・生徒の安

全確保、不安解消のための支援、また関係機関との連携について記載しているため、修正は

ないと考えております。 

今回の改定で示された具体的な例示の追記や対象児童生徒・保護者への対応の反映等を
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本市のＳＬと連携して検討しています。 

【児童生徒・保護者からの申立てがあった際の学校の対応について記載】についてです。 

 Ｑ＆Ａでは、135ページにある資料に示した各章の中で、重大事態の該当性の判断につい

て記載しているため、大きな修正はないと考えております。 

今回の改定で示された例示の様式を反映させるか等、本市のＳＬと連携して検討してい

ます。 

【第三者が調査すべきケースを具体化し、第三者と言える者を例示】についてです。 

 Ｑ＆Ａでは、146ページにある資料に示した各章の中で、調査の主体と構成について記載

しているため、修正はないと考えております。 

今回の改定で示された「専門家及び第三者の考え方」の反映や「調査主体の種類」の追記

について、本市のＳＬと連携して検討しています。 

【加害児童生徒を含む、児童生徒等への事前説明の手順、説明事項を詳細に説明】につい

てです。 

 Ｑ＆Ａでは、155、172 ページにある資料に示した各章の中で、調査内容の説明について

記載しているため、修正はないと考えております。 

今回の改定で示された文言に合わせた修正を本市のＳＬと連携して検討しています。 

【重大事態調査で調査すべき調査項目を明確化】についてです。 

 Ｑ＆Ａでは、146ページにある資料に示した各章の中で、調査方針の説明、調査の内容と

方法について記載しているため、修正はないと考えております。 

今回の改定で示された調査項目や報告書の共通事項等の追記及び反映について、本市の

ＳＬと連携して検討しています。 

説明は以上です。 

 

鈴木委員長 

どうもありがとうございました。報告は以上ということでよろしいですか。 

それではですねスクールロイヤーと追記及び反映について検討進行中ということでござ

いますが、そこも含めまして委員の方からご質問等ありますでしょうか。 

 

後藤委員 

一つお聞きしたいんですけれども、重大事態と認められる時期はいつになるでしょうか。

何か学校で問題が起こっていて、教育委員会に報告します。これは重大事態だなって判断す

る時期を知りたいんです。 

 

鈴木委員長 

いかがでしょうか。 
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狩野統括指導主事 

時期というのは、事案ごとに違いますが、学校がまずいじめの認知をして、その後重大事

態の報告書というのを上げてきたところで、教育委員会としては、把握していく。もちろん

その前に報告は受けているんですけれども、段階としてはそのような段階を踏んで調査に

入っていくっていうような形にはなります。 

 

後藤委員 

わかりました。ありがとうございます。第三者委員会を立ち上げるのは、全部が全部立ち

上がるわけではないですね。それがどこで判断されるんでしょうか。 

 

狩野統括指導主事 

実はですねこの後、少しお話をさせていただきたいと思っていたところなんです。 

 

後藤委員 

わかりました。ありがとうございます。 

 

鈴木委員長 

ありがとうございます。それでは他に質問いかがでしょうか。 

 

徳丸委員 

先ほどの資料１の下段、その他のところの重大事態対応におけるチェックリストという

ところです。 

８月３０日に改訂されましたガイドラインでも、チェックリストが示されました。本市で

はこのチェックリストの活用について、これからの検討でも構いませんので、教えてくださ

ればありがたいです。 

 

藤原指導主事 

こちらのチェックリストにつきましても、今Ｑ＆Ａの改訂とともにスクールロイヤーの

方に相談しておりますので、どういった示し方をするかというところも含めて今後検討し

てまいりたいと思います。 

 

鈴木委員長 

よろしいですか。他にご質問いかがでしょうか。 

それではご意見等も伺いたいと思います。いかがでしょう。 
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後藤委員 

方針とかに関係するんじゃないんですけれども、八王子の教育委員会でされているスク

ールロイヤーの立場・役割はどういったものかお伺いしたいんですけども。 

 

狩野統括指導主事 

八王子市ではっていうことだと思うんですけれども、他市でいろいろな役割があると思

いますし、直接スクールロイヤーと保護者がやり取りできるっていうシーンもある市もあ

るかとは思うんですけれども、八王子市としては、このようにいじめの問題だったりとか、

あとは今、離婚の協議をしていて、その保護者に子供を学校から引き渡したときにどのよう

なことに注意したらいいのかとか、直接学校がスクールロイヤーの方に相談ができるとい

うようなたてつけにはなっています。 

 

後藤委員 

例えば、いじめとかが学校が訴えられたときには、スクールロイヤーの方が対応してくだ

さるんですか。 

 

狩野統括指導主事 

訴えられるというのは、学校が被害の保護者の方とかに、対応が良くないとかっていうふ

うに言われた場合ってことですね。そのときに保護者の方と直接スクールロイヤーがやり

取りをするっていうことは、現在は八王子市では想定はしていないです。あくまでも学校が

スクールロイヤーに相談をして、こういうことが今の対応で困っていますってところは相

談してご助言をいただけるっていうようなたてつけになっています。 

 

大塚委員 

ただいまのご質問ですけれども、多分八王子市の場合は市を被告として訴えられたそう

いった訴訟案件の場合は、法制課とか、担当部局の方でご検討されて、別に代理人弁護士を

立てて、対応するということです。スクールロイヤーはあくまで市側についているというか、

日頃のものについて指導・助言するということですので直接何かのその交渉とか訴訟に窓

口として対応するというものではないと思います。 

 

鈴木委員長 

ありがとうございます。 

他にはご意見もちろん質問でも結構ですがいかがですか。 

それではないようなので進行いたします。続きまして次第の 2（2）はちおうじっ子サミ

ットの取組について事務局より報告をお願いいたします。 
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狩野統括指導主事 

前回のこの委員会の中で、後藤委員の方から、はちおうじっ子サミットで子どもたちの活

躍している映像っていうお話をいただいていたと思いますので、本日私の方でプレゼンテ

ーションを作ってまいりましたので、映像もございますのでちょっと見ていただけたらと

いうふうに思います。よろしくお願いします。ちょっと席を移動させていただきます。 

それでは、はちおうじっ子サミットの取組について報告させていただきます。 

八王子市教育委員会いじめの防止等に関する基本的な方針の中には「児童・生徒の主体的

な行動に対する支援の中で子どもたちが主体的にいじめ問題について議論すること等のい

じめ防止に関する活動を支援します」となっています。はちおうじっ子サミットはこの未然

防止の取組の一つとして開催しています。 

はちおうじっ子サミットの経緯について御説明させていただきます。平成 28年度から中

学生サミットという名前で、各中学校の代表が参加していました。令和 4年度からは、はち

おうじっ子サミットという名前に変えて市立の小・中・義務教育学校、全ての代表児童・生

徒が参加して議論を行う形に変更しています。八王子市の子どもたち一人ひとりがいじめ

問題について考えてほしいという思いから小学生も含めて議論する場を設ける必要がある

だろうということでスタートしています。 

サミットまでの流れについてでございますが、スライドのようになっています。 

この後、事前準備から事後の取組についてまで、詳しく一つ一つご説明をさせていただき

たいと思うんですけれども、中学生サミットのときは議論した結果を、取り組み目標の一つ

に絞って、それを各学校で取り組んだり、市に提案したりして単年度で終わって、1年で完

結するような取組になっていました。はちおうじっ子サミットは 1 年間で終わらせるので

はなくて、その年の取組の成果や課題を踏まえて、次年度のサミットのテーマにするような

スパイラルで考えていきたいというふうに思ってスタートしています。 

ここから先は令和 5年度、今年度まだ最後まで終わっていませんので、昨年度の取組を元

に説明をさせていただきたいと思っています。 

前回令和 5年度は、各小中一貫教育グループの児童・生徒が会場に集まって「いじめのな

い学校生活を実現できるようにするためには一人ひとりがどのようにすればいいか。意識

をどうすればいいか」っていうことをテーマに事前に話し合いをしました。 

昨年度は全部の小学生が参加してはいなくて、小中一貫教育グループの代表児童という

ことで、八王子市では一つの中学校にいくつかの小学校から通うことになるんですけれど

も、その小学校と中学校の場所を小中一貫教育グループと呼んでるんですけれども、中学校

の代表と小学校いくつかの小学校のうちの 1人が参加するという形でした。これが令和 5年

度です。6年度は全員参加しています。参加がなぜ限定的なものになってしまったかという

と、やはり会場の広さの問題がありました。教育センターに入りきれないっていうところが

あったので、そのような形でしたが、今年度は、場所をいずみの森義務教育学校をお借りし

まして、全ての小・中・義務教育学校代表の子どもたちが話し合いに参加することができま
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した。 

まず事前の準備というところで、この小中一貫教育グループでの話し合いの前に、各学校

では学級、それから学校でそれぞれ話し合いをして、学校で決まったことを代表児童・生徒

が小中一貫教育グループでの話し合いに学校の意見をもち寄って、そこで小中一貫教育グ

ループの話し合いをして、一つの取り組みを決めていくというような流れになっています。 

この場面は横山中学校のグループです。横山中学校と横山第二小学校と散田小学校、この

横山第二小学校と散田小学校の子どもたちが横山中学校にて話し合いをしています。テー

マに沿った話し合いを進める中で、小学生が生き生きと発表する姿や中学生が話を上手に

まとめている姿を見ることができました。 

こちらも話し合いの様子です。学校の距離が離れている小中一貫教育グループはオンラ

インで話し合うなど、それぞれグループが工夫しながら話し合いの時間をもっています。例

えば由木中学校グループでは由木東小学校までかなりの距離があって、バスで通ってるよ

うなお子さんもいるんですけれども、そこでなかなか由木中に集まって話し合いというの

が難しいものですから、オンラインを使って話し合いをしているグループもございます。 

こちらが、はちおうじっ子サミットの当日の開会式の様子です。 

全員がビートレインズから無償で提供されたピンクシャツを着て参加しました。今日こ

ちらもってきたんですけれども、この後、皆様にも、もしよかったらプレゼントさせていた

だいて、3月にピンクシャツデーがあるので、ぜひこれを着て来ていただければと思います。

サイズいくつかありますので、もしよろしければお渡しします。 

子どもたち全員がピンクのシャツを着て参加をしました。このピンクシャツデーってい

うのはカナダの方で始まった取組でして、ある男の子がピンクのシャツを着て学校に行っ

たらいじめられたところ、みんなでピンクのシャツを着て、この子を助けようというような

取組からスタートしたと言われています。 

開会式では来賓の皆様の中から、中学校の代表という気持ちだけではなくて、小学校も含

めた小中一貫教育グループの代表という気持ちでぜひ取り組んでほしいというお言葉をい

ただき、いじめ防止に向けた取組についてしっかりと考え抜き、今後の実行策を考えてほし

いというメッセージをいただいております。 

当日の様子ですが、当日はまず 4 つのグループにわかれて、それぞれ話し合いをしまし

た。こちらはそのときのブロック会のようです。小中一貫教育グループでまとめてきた意見

を発表しながらブロックで取り組み目標を決めていきました。 

令和 5 年度からは小中一貫教育グループ 1 名代表生徒も参加したっていうふうにお伝え

しましたが、今年度、令和 6年は全員参加になっています。 

各グループのブロックの話し合いでは司会者を中心に、子供たちが自分でできることを

主体的に考えていました。 

ブロック会では児童・生徒同士で意見を共有する場面を多く見ることができました。中学

生が小学生に優しく声をかけて話しやすい雰囲気を作っている姿はとても心温まる姿だっ
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たなと思っています。小学生の感想の中には、来年も参加して中学生のように自分の考えを

はっきり言いたいとか、学校に戻ってみんなにいじめの防止について話をしたいっていう

ような心強いコメントも聞かれています。中学生の姿は小学生にとってロールモデルとな

っていたなと思っています。 

こちらはブロック会後の全体会の様子になります。南大沢中学校と宮上中学校の代表生

徒 2名が、全体会の司会を行いました。 

多様な意見をまとめていくのは大変なことだったかなと思うんですけれども、そこはさ

すが中学生だなと、代表中学生だなとどのグループの考えも大切にしながらまとめていく

姿はさすがだなと思いました。 

全体会では各ブロックごとの行動目標のキーワードを発表していきました。発言が途切

れることはなく、多くの代表生徒が積極的に自信をもって自分の考えを発表していました。 

スライドの写真には後ろに大人の姿があります。校長先生、それから多くの先生方にも参

加をいただきました。令和 5 年度は保護者の方にも参加いただけるように 1 人 1 台学習端

末を活用しまして、映像配信も行ったところです。今年度は参観に別室を設けさせていただ

きまして、パブリックビューイングみたいな形で映像配信して参観をいただいたところで

す。 

こちらはサミット後の取組の様子です。ひよどり山中学校グループでは、ひよどり山中で

ハートリボン運動として校内にいじめの防止に向けについてのメッセージを掲示していく

という取組をしています。グループ校の第十小学校ではいじめ防止の動画を作成したと聞

いています。 

上壱分方小学校と元八王子小学校では、四谷中学校の生徒と一緒に、合同の挨拶運動を実

施したと聞いております。 

さらに令和 6 年、今年の 6 月の 23 日に開催した八王子ビートレインズのホームゲーム、

八王子ビートレインズに小中義務教育学校の代表児童生徒を招待していただきました。第

五中学校と宮上中学校の代表生徒が、小学生と中学生が一緒になって行ったいじめ防止等

の取り組みについて発表しました。 

当日は、試合と試合の間のハーフタイムショーに出させていただいて、スポットライトを

浴びながら発表するという、すごい緊張したと思うんですけれども、とても貴重な体験だっ

たのかなと思います。また当日は各小中一貫教育グループのとりまとめたスライドをパネ

ルに展示をしました。多くの市民の方にも見ていただくことができたかなと思っておりま

す。 

それでは、ここでちょっと当日の様子を映像で見ていただけたらと思います。 

こちらは参加者の児童・生徒がバスケットボール教室に参加させていただいている場面

です。始まる前にバスケットボール教室をしていただきました。子どもたちがみんなで楽し

くバスケットボールをしました。 

この日は、芸能人の麒麟の田村さんが来てくださいまして、ご自身のいじめの体験をお話
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をしてくださいました。真剣に子供たちが聞いている姿は本当にあの心温まる光景だなと

いうふうに思いました。 

これがハーフタイムショーで発表しているときの様子です。試合中のハーフタイムショ

ーで 2人の代表の生徒が今年度の取組について発表してくれました。 

こちらが各学校の取組をまとめたパネルになります。多くの市民の方に見ていただけま

した。 

令和 6年度、今年度のはちおうじっ子サミットのテーマは、「いじめのない学校生活を実

現するためにどのような取組ができるだろうか」ということで 7 月にサミットを開催して

おります。今年度からスパイラルで考えていきたいということだったので、昨年度代表生徒

でした宮上中学校のお子さんが話し合いをする一番初めに皆さんにメッセージをというこ

とで、各学校で見ることができる動画を作りましたので、こちらもちょっとご覧いただけた

らと思います。 

こちらの動画を一番初めの話し合い学級での話し合いの前にそれぞれの学級で見てもら

って、今年度の取り組みをスタートさせたところでございます。 

今年度のピンクシャツデーにつきましては、令和 7 年 3 月 1 日を予定しております。現

在八王子ビートレインズと調節調整中ではございますが、次回のいじめ問題対策委員会で

は、時間等もご報告させていただけると思っております。今のところ 15時からバスケット

ボール教室などをはじめ、試合開始は 17時からというような予定になっております。もし

ご都合つきましたらぜひご来場いただけたらと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。私からの説明は以上でございます。 

 

鈴木委員長 

どうもありがとうございました。すごく素敵な取り組みで具体的に本当によくわかりま

した。 

ただいまのご報告につきまして質問ご意見も一緒にとりたいと思いますが、委員の皆様

いかがでしょうか。 

 

後藤委員 

素晴らしい取組をしていただいて本当にありがとうございます。この取組が代表生徒と

か生徒会・児童会とか、その生徒だけじゃなくて全校の生徒に広がるようにこれからもっと

もっと私達も含め協力していきたいなというふうに思います。だからちょっといじめが現

在でも少なくなっていないのと、それによって不登校児童・生徒がやっぱりまだまだ増えて

るっていうところで、もう少し何かできることがあるのかなっていう気もしていますので、

これからもよろしくお願いいたします。 
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鈴木委員長 

ありがとうございます。 

他にはいかがでしょうか。 

 

石渡委員 

今、後藤さんのリクエストということで素敵な映像を見させていただきました。私も、は

ちおうじっ子サミットっていう名称はよく知っていたんですが、やはり具体的に参加した

ことがないですから、こういう取組をやってるんだっていうことを初めて知りました。ただ

ちょっと大げさなんですが、こんなに真剣にみんなで小・中学生が頑張ってやってるんだな

っていうことを初めて知りました。ありがとうございました。でも本当にこれによって、不

登校児はもちろんのこと、いじめが軽減されるといいなということを本当に思っておりま

す。また、先ほどからの全体的なものの一つなんですが、重大ないじめ問題になる前の本当

に客観的に見て、それほど重大ではないようなもの、そういうものっていうのも学校の中で

もいっぱいあると思うんですね。加害者とか被害者それぞれの思いがあって、大したことで

はないと客観的に思われて学校の中で潰されてしまう、そういうことの積み重ねが段々見

逃されていると、大きな重大事故に繋がるのかなと思いますし、またそれが大人になってか

らも何気なくやっていたことが見過ごされて、大人でもぶつかってもごめんなさいと言え

ないような大人がいまだにいっぱいいますよね。それでぶつけられた方がずっと嫌な思い

をしてるっていうところもあると思いますので、やっぱり小さい案件というか、客観的に見

てそんな委員会を開くようなことでないにしても、いろんなところのいろんなそういう小

さな課題を、また学校の中、いろいろなその子どもたちの間でもちゃんと話し合えるような、

そういう環境作りになったらいいなと思っています。 

 

鈴木委員長 

どうもありがとうございます。 

他はいかがでしょうか。 

 

徳丸委員 

私も夏に、このサミットに参加させていただきました。各校の子どもたちが活躍する姿を

見て本当に頼もしく思いました。 

核になるこのようなメンバーが、毎年毎年、ぜひ継続して活躍できる場を設けてくだされ

ばありがたいなと思います。またプロバスケットチームの皆様が、朝の挨拶運動を応援して

くださったり、ほかにも様々な場面で応援してくださったりしているので、これも感謝に堪

えません。 

校長としては、学校を体で例えれば手足の先まで血液が流れるように、このような活動や

思いが全校のすべての児童に伝わるように、日々アンテナを広げていきたいと常々思って
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います。 

 

鈴木委員長 

 他にはいかがですか。よろしいでしょうか。 

 私も今見て非常に情報としてはお聞きしておりましたけど、本当具体的な姿で、素晴らし

い取組だなと思いました。特に中学生と小学生がペアになったりとか、本当によく斜めの関

係っていいますけど、校種を超えて代表の生徒さん児童さんだったということではありま

すけど、ああいった核になるところから広がっていったら素敵ですよね。あとインタビュー

で自分ごととして捉えられたっていう、これを自分ごとにしていくっていうのが当事者意

識をもっていくっていうのが、本当に我々大人も含めてですけど、本当に大切なことなのか

なというふうに感じた次第です。 

狩野統括素敵な発表どうもありがとうございました。 

ちょっと拍手で表したいですね。それでは全体を通して他によろしいでしょうか。 

それでは以上で公開の案件を終わりますが、ここからは非公開ということになります。 

 


